
番号 議席 氏　名 質　　問　　事　　項 答弁者 備考

① 現状の人口対策への取り組みの成果は。

② 企業誘致が進まない状況において、今後の人口増対策への改善策は。

①
農地流動化促進事業は農地法と重複する内容が多く、農地法の内容だけで
農地の賃貸借が進む前提が作られた訳だが、さらに補助金を付けなければ
ならない理由は。

②
市民農園の今後の整備計画は。また、農業者でない利用者が多い現状か
ら、更に市民農園を増やす考えは。

①
原子力発電の停止から代替エネルギーが必要な状況だが、町有地、土地開
発公社所有地、耕作放棄地等に太陽光発電施設を設置する考えは。

② 町内に自然エネルギー（太陽光や水力）発電所建設を検討する考えは。

① 別荘地の水道基本料金の引き下げを検討するべきでは。

②
「ようこそ！富士見町へ」と来町者への印象を良くするよう、挨拶の周知徹底
をするべきでは。

①
耐震改修が必要と思われる木造家屋数はどのくらいあるか。また、無料耐震
診断の利用実績（累計）は。

②
耐震診断を「知らなかった」という声すら聞くが、周知やＰＲはどのように行っ
ているか。

(２)  定住促進事業について ①

生物学的に繁殖能力のピークにある30代以下の雇用環境を勘案すると、新
築家屋を購入できる経済力を有する者はごくわずかと言わざるを得ない。既
存物件の購入や世帯向け賃貸物件も視野に、施策を拡大していく考えはある
か。

町　長

①
浜岡原発の全炉停止により県内でも夏季の電力供給への懸念が高まってい
る。各家庭での節電対策を町民の皆さんにお願いしていく上での行政の役割
は。

②
気候など地域の特性に即した家庭での節電対策を、町として具体的に提起し
ＰＲしていく考えはあるか。

（１）

町　長

（２）

 今夏の節電対策について

町長

町長

人口対策について

リーディングプロジェクト2につい
て

（４）
町内滞在者・来町者への対応
について

質　　　　問　　　　要　　　　旨

町　長

(３)

(１)

2 6

  通告順   　　　　　　　　　　第４５０回　平成２３年６月定例会　一般質問通告一覧表　                          富士見町議会

宮下伸悟

町　長

木造住宅耐震改修促進事業に
ついて

1 5 平出隼仁

自然エネルギーの利用につい
て

（３） 町　長
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① 農業経営基盤強化促進の基本構想における農業振興の基本理念は。

② 農業における経営能力向上の必要性について、町長の所見は。

①
３．１１東日本大震災に学び、町の危機管理体制に変更があったか。あった場
合どのように変更されたか。

② 公共施設、住宅等の耐震化率の状況は。率向上のための施策は。

③
土砂災害ハザードマップによる土石流危険流域Ⅰ及び土石流危険区域への
対応は。

④
今年1月27日早朝、道路凍結による事故が多発したが、道路の管理と対策
は。

① 今年度の取り組みは。

② 官民協働での対応が必要と考えるが、町民サイドで行うべきことは。

① 現在実行されている人口増加対策の進歩状況は。

② 現状の問題点と、今後取り組まなければならない課題は。

① 植栽しているカタクリはどこの地域で栽培されたものか、仕入れ先はどこか。

② 植栽した植物の活着状況は。また、その調査方法は。

③ 植栽事業に対する費用対効果は。

① 災害時の町民に対する情報伝達について、どのような方法を考えているか。

②
現在有線放送事業は毎年赤字であるが、それに変わる情報インフラは考えて
いるか。

③ SNSなど新しいメディアの活用は考えているか。

町　長

町　長情報インフラについて

パノラマの植栽事業について

(３)

（１）

町の危機管理について

町　長

町　長

町　長

小池勇

（２）

(１)

五味平一

町　長

人口増加対策について

8 佐久祐司

2

4 3

有害鳥獣対策について(２)

3 （１） 農業振興について

5
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① 蔦木における小水力発電について、どう考えているか。

② 地域エネルギーを掲げる県との連携は。また、町独自の考えはあるか。

③ 「自然エネルギーの富士見」という町おこしを考えては。

①
高齢者クラブが減尐しているが、減尐に対する町の考えは。対応策はある
か。

②
各集落に地区社協が組織されているが、その目的役割について町の考え
は。

③
「すずらん号」と福祉輸送サービスの中間的に利用できる交通手段を検討す
る考えは。

④ 高齢者運転免許自主返納支援事業なるものを行う考えはあるか。

①
障がい者（特に知的）の、家族を継続的に支援する体制が不十分と思うが、町
の考えは。

② 障がい者の雇用促進に対して、どのような指導対応をしているか。

③ 県立諏訪養護学校に対する町としての関わりについて、どう考えているか。

① 当町の年間自殺者数を男女別、年齢別に、また過去数年間の傾向はどうか。

②
第４次富士見町総合計画に「心の健康づくりを推進します」とあるが、具体的
な施策は。

①
昨年の議会だより№.114に示したモデルケースで試算すると、保険料はどう変
わるか。

②
諏訪他５市町村の国保税について、この５年間の引き上げ率（引き下げ率）
は、どのような動向にあるか。

③
諏訪他５市町村で過去に国保税の引き上げ率が１０％を超えた事例があれ
ば、市町村ごとに内容を。

④
富士見町の国保料において、過去に１０％以上の引き上げをした事例があれ
ばその内容（時期、引き上げ率、引き上げの理由）を。

障がい者福祉について

（３） 自然エネルギーについて 町　長佐久祐司

町　長（１） 高齢者福祉について

5 8

町　長メンタルヘルスについて

町　長（２）

7 10 名取武一

加々見保樹6

（３）

9

町　長(１) 国民健康保険料について
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⑤ 激変緩和策をどう考えているか。

⑥
昨年度同様、一般会計からの繰り入れにより、引き上げを抑えるべきではな
いか。

① 東日本大震災を教訓に、町の防災対策で見直すべきところはないか。

② 放射能汚染対策を防災計画に入れるべきではないか。

③ 災害時支援協定の対象自治体を拡充すべきではないか。

④ 役場の自家発電の能力は。

⑤ 町内医療機関の自家発電の状況は。

⑥
第一次、二次避難場所の耐震化の状況と、まだ耐震化できていない避難場
所の耐震診断、耐震化をどう考えているか。

⑦ 消防分団屯所の耐震診断と耐震化をどう考えているか。

⑧
消防分団屯所の耐震化を進めるため、「富士見町消防設備に関する補助金
交付要綱」を改正すべきではないか。

①
学校の体育館等の天井の落下防止策は検討されたか。また、他の避難施設
の耐震診断後の計画は。

② 旧南中学校に代表される町管理の建物資産利活用についての方針は。

① 職員定員削減計画と仕事量のバランス調整の具体的な対策は。

② 職員のメンタルケアのための研修は十分か。

①
耕作放棄地を増やさないために用意した施策で、農家のやる気を引き出せる
か。

② 新規就農者支援・受入れの利用者が、定住し独り立ちする時の支援計画は。

(２)

公共施設の耐震整備計画と建
物資源の利活用について

農業政策について(３)

町　長町の防災対策について

(1)

(２)

町　長

8 4 小林市子 職員定員管理について

町　長

町　長

(１) 国民健康保険料について 町　長

7 10 名取武一
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① 小・中学校教育環境の充実に向けた、体制整備の現状と課題は。

②
落合小学校の閉校後、残る３小学校での児童教育のあり方、体制整備につい
ての中・長期計画は。

③
小学校では新学習指導要領に全面移行し、教育界も改革期を迎えた。町公
教育のあり方は。

① 区・集落組合へ加入しない世帯が年々増加している。その現状と認識は。

②
このままでは区の運営はもとより、町の行政執行面でも大きな障害が出る心
配があると思うがどうか。

③
コミュニティーを再構築するために、区や自治会に加入を義務付ける「入区条
例」を検討しては。

① 大災害時は地域での支え合いが大切、自主防災会組織化の現状と課題は。

②
災害時要支援者支援は、災害対応の重要課題。自主防、社協、民生委員と
の協働による支援プランは。

③
要支援者の情報を整備共有するデーターベース化に取り組む自治体が多い
が、町の取り組みは。

④
災害時の自主防活動において、区未加入者との支え合いが課題となるが、ど
う対応するのか。

① 町の太陽光発電システム設置事業の現状と展望は。

②
太陽光、風力、バイオなど新エネルギーの活用を官民一丸となり推進する時
期にきた。町長の考えは。

③
新エネルギーは太陽光発電が主力。「クリーンエネルギーの町・富士見」を標
榜して取り組んでみては。

６月８日(水)　６番～９番

６月７日(火)　１番～５番

地域防災と災害弱者対策につ
いて

(３)

学校教育環境の将来像につい
て

(１)

町　長

町　長

教育長

町　長

(４)
クリーンエネルギーの活用につ
いて

区・集落組合への未加入につ
いて

(２)

9 7 小池博之
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